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［
彙
報
］

平
成
二
十
六
年
度

　大
学
院
文
学
研
究
科

蚪
学
位
論
文
題
目
一
覧

博
士
学
位
論
文

●
博
士
学
位
論
文
（
論
文
博
士
）

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏

　
　名

修

　士

　論

　文

　題

　目

小
川
ゆ
う
紀

韓
国
人
学
習
者
の
日
本
語
教
師
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

―
大
学
生
へ
の
質
問
紙
調
査
か
ら
の
考
察
―

学
位
記
番
号

氏

　
　名

博

　士

　論

　文

　題

　目

博
（
文
）

乙
第
６
号

村
上　

淳
子

「
主
婦
」
の
誕
生

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏

　
　名

修

　士

　論

　文

　題

　目

竹
田　

麗
華

知
識
の
保
存
と
継
承
と
し
て
の
「
書
物
」

〜
電
子
化
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
再
編
〜

堺　
　

達
也

A
dverbs in Present Subjunctives



239 ［彙報］平成 26 年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

蚪
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士（
後
期
）課
程

●
英
米
文
化
専
攻
博
士（
後
期
）課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅱ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅲ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅰ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅱ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅲ

追
塩
千
尋
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅰ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅱ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅲ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅰ

郡
司　

淳
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅱ

郡
司　

淳
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅲ

郡
司　

淳
教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅰ

手
塚　

薫
教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅱ

手
塚　

薫
教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅲ

手
塚　

薫
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅰ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅱ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅲ

須
田
一
弘
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

常
見
信
代
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

大
森
一
輝
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

大
森
一
輝
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

大
森
一
輝
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

安
酸
敏
眞
教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

川
上
武
志
教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

川
上
武
志
教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

川
上
武
志
教
授
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●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

井
野
葉
子
准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

井
野
葉
子
准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

井
野
葉
子
准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅳ

中
村
三
春
講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順
教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義

大
石
和
久
教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ａ

大
石
和
久
教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ｂ

大
石
和
久
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

菅　

泰
雄
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

徳
永
良
次
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

徳
永
良
次
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

徳
永
良
次
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅳ

門
脇
誠
一
講
師

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

船
岡　

誠
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

船
岡　

誠
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

船
岡　

誠
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

郡
司　

淳
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

郡
司　

淳
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

郡
司　

淳
教
授

北
方
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

中
村
英
重
講
師

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義

手
塚　

薫
教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ａ

手
塚　

薫
教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ｂ

手
塚　

薫
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅱ

李　

俊
鎬
講
師
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●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

大
森
一
輝
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

大
森
一
輝
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
松
優
子
准
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

仲
松
優
子
准
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

仲
松
優
子
准
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

柴
田　

崇
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

柴
田　

崇
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

柴
田　

崇
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

川
上
武
志
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

川
上
武
志
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

川
上
武
志
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

上
野
誠
治
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

上
野
誠
治
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也
准
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ
Ａ
演
習

田
中
洋
也
准
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ
Ｂ
演
習

田
中
洋
也
准
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

佐
藤
貴
史
准
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

佐
藤
貴
史
准
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

佐
藤
貴
史
准
教
授
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…

◉『
年
報
新
人
文
学
』
第
12
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
、
論
文
四
本
、
資
料
一
本
、
研
究
ノ
ー
ト
一
本
と
多
彩
で
貴
重
な
論
考
が
集
ま
り
ま
し
た
。
執

筆
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
、
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
編
集
委
員
と
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
本
号
の
巻
頭
言
「
新
人
文
学
と
人
類
学
―
―
わ
れ
わ
れ
は
本
当
に
サ
ピ
エ
ン
ス
か
？
―
―
」
を
執
筆
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
本
研
究
科
研
究
科
長
の
須

田
一
弘
氏
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
氏
は
人
類
学
を
本
研
究
科
の
理
念
で
あ
る
「
新
人
文
主
義
」
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
自
ら
名

の
る
人
間
は
本
当
に
「
サ
ピ
エ
ン
ス
」
で
、
つ
ま
り
賢
く
あ
り
得
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
を
、
い
さ
さ
か
皮
肉
め
い
た
し
か
た
で
投
げ
か
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
従
来
の
人
間
中
心
主
義
的
人
文
学
を
超
克
す
る
人
文
学
と
い
う
逆
説
が
こ
め
ら
れ
た
「
新
人
文
主
義
」。
そ
の
よ
う
な
理
念
を
掲
げ
る
本
研
究
科

の
年
報
の
巻
頭
言
に
、
氏
の
エ
ッ
セ
イ
は
ま
さ
し
く
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
「
新
人
文
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て
は
過
去
、
数
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
考
が
今
号
の
よ
う
に
巻
頭
言
で
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
新
人
文
主

義
」
の
理
念
は
次
第
に
、
わ
れ
わ
れ
文
学
研
究
科
に
所
属
す
る
者
た
ち
の
間
に
行
き
渡
り
つ
つ
、
そ
の
精
神
に
し
み
こ
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ

ー
マ
に
向
か
い
合
う
と
き
の
共
通
の
学
問
的
身
構
え
の
よ
う
な
も
の
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◉
常
見
信
代
氏
に
は
、
ご
退
職
の
年
に
貴
重
な
資
料
と
共
に
論
文
、「
ア
ダ
ム
ナ
ー
ン
の
『
聖
コ
ル
ン
バ
伝
』
を
読
む
―
史
料
と
そ
の
問
題
点
―
」
を
ご
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ブ
リ
テ
ン
諸
島
現
地
で
の
調
査
な
ど
精
力
的
な
研
究
活
動
の
成
果
で
あ
る
貴
重
な
論
考
を
本
号
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
若
い
研
究
者
が
目
指
す
目
標
と
し
て
今
後
も
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
私
た
ち
を
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
追
塩
千
尋
氏
、
柴
田
崇
氏
に
は
継
続
し
て
高
水
準
の
論
文
を
執
筆
い
た
だ
き
、『
年
報
新
人
文
学
』
の
主
幹
を
成
す
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
引
き
続
き
、
研
究
の
成
果
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
編
集
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
大
変
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

◉
今
号
に
は
、
大
学
院
修
了
生
で
も
あ
る
秋
元
裕
子
氏
、
竹
ヶ
原
康
弘
氏
に
は
資
料
、
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
博
士
課
程
の

塩
濱
健
児
氏
に
は
研
究
ノ
ー
ト
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
年
報
新
人
文
学
』
が
、
こ
の
よ
う
に
大
学
院
文
学
研
究
科
の
教
員
、
同
窓
生
、
学
生
の

研
究
成
果
を
共
有
す
る
場
と
し
て
存
続
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
科
に
縁
を
持
つ
誰
も
が
喜
び
に
感
じ
る
こ
と
は
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◉
平
成
二
十
七
年
度
は
、
文
学
研
究
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
訂
さ
れ
、
研
究
科
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
年
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
専
攻
の
独
自
性

を
維
持
し
な
が
ら
も
、
学
生
が
柔
軟
な
科
目
履
修
が
で
き
る
よ
う
に
日
本
文
化
、
英
米
文
化
の
両
専
攻
と
も
言
語
・
思
想
文
化
科
目
と
歴
史
・
環
境
文
化

科
目
に
大
別
し
、
科
目
名
称
の
統
合
、
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
の
成
果
も
将
来
の
『
年
報
新
人
文
学
』
で
確
認
で
き
る
日
が

来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
大
石
和
久
・
田
中
洋
也
）



246

『
年
報
新
人
文
学
』投
稿
規
定

一
、『
年
報
新
人
文
学
』
は
、
人
文
学
に
関
す
る
広
範
な
分
野
の
研
究
成
果
を
掲
載
し
、
内
外
の
研
究
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
年
一
回
発
行
を
原
則
と
す
る
。

二
、
投
稿
原
稿
の
著
者
は
、
当
人
文
学
部
及
び
文
学
研
究
科
の
所
属
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

編
集
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

三
、
原
稿
は
、
原
則
、
日
本
語
と
し
、
縦
書
き
、
種
類
と
分
量
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
原
著
論
文
で
未
発
表
の
も
の
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
頁
程
度
。

②
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
・
報
告
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
〇
頁
程
度
。

③
書
評
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
〇
頁
程
度
。

④
そ
の
他
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
も
の
。

四
、
原
稿
は
編
集
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
採
否
を
決
定
す
る
。
編
集
委
員
会
は
査
読
結
果
に
基

づ
き
、
原
稿
の
一
部
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

『
年
報
新
人
文
学
』
編
集
委
員
会


